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１.食料基地としての役割の強化と自立した産業構造への転換 
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（１）我が国の食料基地・安全で安心な食料の供給 
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北海道は、我が国の食料基地として安全で安心な食料の安定的な供給が求められている。また、北海
道は、他地域に比べ産業集積が少なく、かつ産業構造の転換が遅れていることから、新たな産業の育
成が求められている。国際化の進展に伴い競争が激しくなる中で、食料の安定供給や産業の競争力を
強化するためには、新たな産業の萌芽等を支援するとともに、生産性の向上や人流・物流の円滑化・
効率化を進める必要がある。 

北海道は、全国の農業生産量の約１割、漁業生産量の４分の１を占め、カロリーベース
で約２割の食料生産を担うなど、我が国の食料基地である。 
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北海道は、全国シェア第１位の農水産品を多数生産している。 
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首都圏や近畿圏の市場から遠隔地に位置しているにもかかわらず、北海道産の農産品は
高いシェアを占めている。また、月別の取扱量をみると、出荷の最盛期となる９月から
10月にかけて、取扱いシェアが非常に高くなっている。 
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北海道で必要とされる用水のうち、農業用水は約３分の２を占めており、安定的な確保
が必要となっている。 
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（２）少ない産業集積・遅れている産業構造の転換 
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北海道の製造品出荷額をみると、農水産品を加工する「食料品製造業」が最も多く、ま
た、製造業における売上げの約８割を中小企業が占めている。 

�stuv5w"��xyT����� �

北海道の産業構造の特徴は、第１次産業・第３次産業の比率が高く、第２次産業の比率
が低いことであり、また、第２次産業の中でも建設業の比率が高く製造業の割合が低
い。 
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（３）国際化の進展による競争激化・付加価値や生産性の向上 
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北海道における製造業の付加価値額は、石油製品等の付加価値額が高い一方で、出荷額
の最も多い食料品製造業の付加価値額が低く、全国平均の８割以下となっている。 
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農水産品の輸入自由化に伴い、北海道の主要産品である野菜・さけ類などにおいても外
国産品のシェアが高くなるなど、北海道の第一次産業は厳しい経営環境に直面してい
る。 
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（４）物流の円滑化・効率化 
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北海道は、都市間や物流拠点までの距離が長いにもかかわらず、６圏域の中枢・中核都
市（札幌、函館、旭川、帯広、釧路、北見・網走）では、札幌・旭川間が相互に結ばれ
ているのみであるなど、高規格幹線道路の整備が遅れており、その整備率は全国平均が
61％であるのに対し北海道は37％（平成15年度末予定）にとどまっている。 
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人口１万人未満の市町村から各人口規模の市町村に移動する際、北海道は全国の約２倍
の平均道路距離を移動しなければならない。 
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北海道で生産される農水産品の道外への輸送については、多くが船舶を利用している。
このうち、十勝地域やオホーツク地域で生産される農水産品の多くは、苫小牧港や小樽
港などへトラック輸送された後、フェリーで三大都市圏を中心とする道外へと出荷され
ている。�
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北海道内相互間における貨物輸送手段は、98％がトラックを中心とする自動車輸送に依
存している。また、道外への輸送の93％及び海外への輸送の99％が船舶に依存してい
る。 
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十勝

釧路港

苫小牧港 十勝港
函館港

岩内港

小樽港

室蘭港

関東

近畿

中部

農産品

1.6％

0.9％2.7
％
37.8％

2.7％
39.5％

14.8％

水産品 オホーツク

釧路港

苫小牧港 十勝港

函館港

岩内港

小樽港

室蘭港

24.8％

16.6％

13.2
％ 41.

8％
3.6％

関東

近畿

九州

東北

小樽港発前方圏移出第1位

港　湾

岩内港発前方圏移出第1位
函館港発前方圏移出第1位
室蘭港発前方圏移出第1位
苫小牧港発前方圏移出第1位

道内貨物輸送量割合

0～15％
15～30％
30～45％
45～60％

釧路港発前方圏移出第1位
60％～

十勝港発前方圏移出第1位

背後圏 道内各港からの
前方圏移出先第1位地域
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北海道内に立地する基幹産業が必要とする飼料原料や石炭等の原材料については、その
ほとんどが海外から船舶により輸入されており、利用される運搬船は大型化する傾向に
ある。 
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（５）新たな産業の育成・萌芽の支援 
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北海道においては、燃料電池や雪冷熱などに関連する新エネルギー産業や、糖質資源を
活用したバイオ産業などの新産業が芽生えつつある。 
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北海道内各地で、地域資源を活かした「産業クラスター創造プロジェクト」などが積極
的に展開されている。 
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札幌市を中心にＩＴ関連企業や先端技術研究機関等の集積が図られつつあり、今後は、
産学官の連携による新たな産業分野の創出や独創的な技術力の育成が期待されている。 

（触媒化学研究ｾﾝﾀｰ） 
（ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ） 
（創成科学研究機構） 

 

次世代ﾎﾟｽﾄｹﾞﾉﾑ 
研究棟 先端科学技術 

共同研究ｾﾝﾀｰ 
北海道産学官 
協働ｾﾝﾀｰ 

創成科学研究棟 

研究成果活用
ﾌﾟﾗｻﾞ北海道 

道立工業試験場 
道立衛生研究所 

北海道環境科学研究ｾﾝﾀｰ 

道立地質研究所 

中心となる�

次世代ポストゲノム研究次世代ポストゲノム研究次世代ポストゲノム研究次世代ポストゲノム研究    

H15年度中完成 

����º
'k()*wio+k
È,-.�/ª�


